
平成２６年度「岐阜県ふるさと教育週間」実施報告書  

 
 

学 校 名 美濃加茂市立加茂野小学校 

実 施 期 間 平成２６年１０月１８日（土）～１１月２５日（火） 

 

実 施 概 要 
① 保護者とともに挨拶運動 ② 授業公開 ③ 天乳池の話を聞く会 
④ 絵本ライブ公演の実施 ⑤ 加茂野町ウォーキング大会への参加 
⑥ 天乳池写生大会・芋煮会への参加  

 

実 施 内 容 

 学習・取組の分野 
  ■自然   ■歴史   ■文化   □産業   ■その他 

 公開の方法 
  ■授業公開 ■成果発表 □交流活動 □講演会等 
 
  ■地域行事等参加 □その他 

来 校 者 数 

保 護 者           １５０ 人 
計 約１７０ 人 

地域関係者              ２０ 人 

 

実 施 状 況 

① 計画委員と生活委員が、児童玄関で挨拶の手本を示しながら啓発。あ
いさつ名人に学級でインタビューし、全校に名人を紹介。あいさつ名人
のタスキリレーとして、学級内でのあいさつ名人を見つける活動を実施。
輝き広場に、あいさつ名人を紹介。 
※挨拶に関しては、毎月保護者や地域の方による挨拶運動と、毎学期児
童代表と職員で啓発活動を実施。 

② 授業公開をするとともに集会を設け、４年生保護者に合唱を披露。 

③ 学校脇の天乳池について、地域の詳しい方から話を聞く。 
内容：天乳池の深さ、住んでいる生物、歴史（何故掘られたか、どん

な人たちが掘ったのか、なぜ中州があるのか、掘ったときの出
土品、ため池として活躍したこと）など 

④ 絵本ライブ公演の実施。図書館祭りに関わらせて、保護者にも参加を
呼び掛けて実施。午前中の２部制で実施。 

⑤ 地域行事の町ウォーキング大会に参加して、校区内を地域の方と歩く。 

⑥ 地域行事の天乳池写生大会・芋煮会へ４０名の児童が参加。天乳池を
写生。 

 

成果及び課題 

＜成果＞ 

・キャンペーン中は元気な挨拶が飛び交っていた。また、見守り隊の方々
からも子どもたちから元気をもらっているとの声が寄せられている。 

・郷土のために尽くした先人の知恵や努力を地域の方（外部講師）から教
えてもらうことにより、昔から郷土の発展を願う人たちがいて、今に至
っていることを主体的に感じることができた。 

・音楽会を参観できなかったが、一生懸命に取り組んでいる様子がわかっ
た。絵本ライブを通して、親子読書のさらなるきっかけづくりとなった。 

＜課題＞ 

・地域でも、進んで挨拶できる子どもたちを増やすこと。 

・学校として、教育活動の成果を子どもの姿を通して保護者・地域に広げ
ること。 

 


